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障害者権利条約から10年

子どもの権利条約から30年 
　2024 年は日本が締結した節目となる国際条約として、 障害者権利条約締結 （2014.1.20）

から 10 年。 子どもの権利条約締結 （1994.4.22） から 30 年になります。 これら条約に関連す

る国内動向では、 障害者に関わっては、 2021 年の障害者差別解消法改正を受け、 本年 4 月

より合理的配慮の提供義務が民間事業所にも適用されることになりました。 また、 2022 年 6 月

に成立した 「こども基本法」 が昨年 4 月に施行され、 本年 1 月には、 5 年間の政策の基本方

針となる 「こども大綱」 が策定されています。 この大綱では、 こどもを権利の主体と位置づけ、

どのような 「こどもまんなか社会」 を創造するかが示されています。 この二つの条約にかかわり、

阪本美津雄さんと二葉日葵さんにお話を伺いました。

阪本さんが代表の自立生活センターやおの活動
について教えて下さい

　当センターは、八尾に住む障害者の権利擁護
を確立することを目指しています。その上で、
障害者、その家族からの相談事業、当事者のピア・
カウンセリング活動、キッズプログラムとして
学校啓発等に取り組んでいます。キッズプログ
ラムでは、世人やおの人権教育学校事業助成を
活用させてもらっています。

障害者権利条約日本締結から 10 年がたちまし
た。国内の障害者をとりまく環境は変化したと
感じますか

　2022 年 9 月に障害者権利条約に基づく日本の
実施状況について、加盟後初となる国連委員会
審査による総括所見が示されました。一番に言
われたのは、「日本はいつまで分離教育をしてい
るんや」ということだったと思います。条約で
は障害児を地域の学校へ通えるよう対応しなけ
ればいけないと謳われているのに、10 年たって
も何ら対応できていない。にもかかわらず、今
から新しい支援学校を作ろうとする動きもあり
ます。確かに支援学校でなければ、当事者の子
どもは辛いことを受けるかもしれませんが、ク
ラスに当たり前に共に学ぶ障害児がいることは、
双方にとってとても意義あることだと思います。
1947 年に教育基本法・学校教育法が公布され、
いわゆる養護学校への就学が義務化されました
が、重度障害者は就学免除・猶予の措置がとられ、
ほとんど場合就学が許可されなかった歴史があ
りました。1978 年に原則廃止されたことで重度

阪本美津雄さん

法や制度を変えるため声を上げ続けることが大事



＜ 3＞

障害者も養護学校に入学できるようになりまし
たが、今度は普通学級からの障害児の排除もあ
りました。そういう歴史的な教育制度の流れが
分離教育が是正されない要因の一つかも知れま
せん。
　締結から 10 年経って分離教育についていわ
れているぐらいなので、何か変わったかという
と実感的にはさみしい限りです。ただ、差別解
消法につながったことは大きく評価していま
す。実際、その法律過程においては、様々な障
害当事者及び団体の代表者を集めて内容につい
て協議されたことは、他の差別解消法と比べて
も大きな違いがあると思います。その点では、

「Nothing About Us Without Us」（私たちのこと
を私たち抜きに決めないで）の精神が法作成過
程では、かなり反映されたのではないかと思いま
す。合理的配慮の提供も盛り込まれましたしね。

その合理的配慮の提供がこの 4 月から民間事業
者にも義務化されました。どのようにお考えで
すか

　障害によってこれが合理的配慮とは決まって
いない。つまり、個々の障害にあわせて合理的
配慮の必要性があれば改善策をはかるというこ
とです。例えば、私の場合でいえば、スーパー
しかり、ドラックストアしかり、上の棚のもの
は自分では取ることができません。どこの量販
店とはいいませんが、店内の陳列棚の間が狭す
ぎて、入ることもできないです。それからみれば、
民間事業者にも合理的配慮の提供が義務化され
ることは意義のあることだと思います。
　ただ、これを広めていくのはなかなか難しい
でしょう。例えば、視覚障害者が盲導犬を連れ
て飲食店に入ろうとすると断る店もまだまだ多
いと聞きます。これについては、別途「身体障
害者補助犬法」があり、受け入れ義務がある施
設として飲食店も含まれるにもかかわらずです。

2000 年から駅のエレベーター設置等、バリア
フリーを求めて運動し法律も制定されましたが、
その結果どうなのか。法律ができたことは歓迎
です。しかしこんなことも起きています。現在、
経費節減のため駅の無人化がどんどん進んでい
ます。なので駅にエレベーターは設置され、ホ
ームまで自分で上れるようになっても、駅員が
いなければ乗車できないんです。「帰りの時間教
えてくれたら待ってます」と声をかけてくれた
りもしますが、それに合わせると行動に制約が
かかってしまいます。
　とはいっても合理的配慮の提供のために改善
しようと動きが促進されることは期待します。
駅ホームから乗車する時、スロープを出してく
れますよね。例えばそれをお店で用意する場合
に公的機関が助成するといった施策があれば、
積極的に配慮の提供を考える事業所も増えるの
ではないかと思います。

障害者権利条約、障害者差別解消法など法に示さ
れてことを実効させていくために何が必要と考
えますか

　私たちは障害者の権利について闘って勝ち取
ってきたという実感があります。しかし、いま
はそういう実感が持てない人が多いのではない
かと思います。私たちはよく制度は後からつい
てくると言っていました。私たちが共に生きる
ために、いろんな差別やバリアーや排除等、そ
のおかしさ、理不尽さに気づき声を上げていく
ことが必要なのではないかと思います。
　そういう意味では、日本は権利条約を締結し、
国内法や制度、施策を改善していくことを国際
社会に約束しているわけですから、声を上げ続
けることが、法や制度をより良いものに改正さ
せ、実効性をもたせることに繋がるのではない
かと思います。
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　いよいよ、 子ども計画が出来上がってくる 2024 年

度は、 各自治体の子ども計画の策定も進んでいき

ます。 特に 11 条で定められた、 こどもの意見の反

映については、 これから身近なところで私たちが進

めていく必要があります。 今回はよく言われる 「子

どもの権利を基盤としたアプローチ」 が、 ピンとくる

実践を聴かせていただきました。

二葉日葵さん （八尾市在住　高校 3 年生）

「それいいね！」 からはじまるプロジェクト

子どもの権利条約関西ネットワーク

子どもの声に「それいいね！」ってはじまった。

最近どんなことに関心があったり、どんな活動
をしているんですか？

　私は今、子どもの居場所に興味があります。
子どもの居場所の活動をしていきたいなって思
っていて、最近はミニ☆大阪の活動をしました。
小学校の頃から子どもの権利条約フォーラムに
参加しています。幼い頃は「友達とお泊りでき
る、やったー！」て感じで参加してました。「子
どもの権利を勉強しよう！」って意識的な気持
ちはなかったけど、今、自分がやりたいことに
すごい密接に関わってくるなと最近思っていま
す。だから、これからも子どもの権利条約フォ
ーラムには、もっと深く知っていくように参加
したいと思っています。

ミニ☆大阪って何ですか？

　ミニ☆大阪は、2009 年からある活動です。
ミニ☆大阪の様子

ひまりさんが開設し運営する Instagram より

ドイツのミュンヘンで「ミニミュンヘン」（※ 1）

という子どものまちの視察に行ったメンバー…
まぁ母ですけど。もとは堺のビッグバン（※ 2）の
１事業でした。その後、母がドイツに行き、戻
ってきて「大阪でも作りたい」と思っていた頃、
以前企画に関った中高生から「もう一度、自分
達が企画や運営に関る体験がしたい」「企画を教
えて」と連絡をもらい、大学生が実行委員長の “子
ども実行委員会” と “それを支える大人” で組織
する団体が生まれました。地域の大人にプレゼ
ンをして運営の仲間も増やしたそうです。

コロナで暫くストップしていましたが、また
やりたいなと思っていた時、赤ちゃんだった私
のベビーカーを押してくれていた、もと・子ど
もスタッフ ( 今・ナース ) の人が、「やろうよ !」
と声をかけてくれました。迷っていたけれど、「よ
し、やろう !」と決心することができました。そ
こから、本当にたくさんの大人に支えてもらい、
開催に向けて走り出しました。



＜ 5＞

※ 1　ミニ ・ ミュンヘンは７歳から１５歳までの子どもだけが

運営する 「小さな都市」 です。 ８月の夏休み期間３週間だ

け誕生する仮設都市で、 ドイツのミュンヘン市ではすでに

30 年以上の歴史があります。

※ 2　堺市泉が丘にある大型児童館。 室内体験型遊びの

空間。 敷地内には屋外冒険遊び場 「ちょっとバン」 があり、

市の支援で NPO が運営している。

※ 3 「子どものけんりなんでやねん！すごろく」 関西ネット

ワークで子ども達と作った、 遊びながら子どもの権利条約

が学べるすごろく。

愛知県豊田市で 11/25 ・ 26 に行われた子どもの愛知県豊田市で 11/25 ・ 26 に行われた子どもの

権利条約全国フォーラム 2023 で、 国連子ども権利条約全国フォーラム 2023 で、 国連子ども

委員会の大谷美紀子さんとのトークセッションに委員会の大谷美紀子さんとのトークセッションに

登壇したひまりさん登壇したひまりさん

高校 2 年生で実行委員長は過去最年少らしい
です。自分でも、すごく頑張ったなと素直に思
います。大人がすごい人たちばっかりでドンっ
て構えてくれているのが、すごいありがたかっ
たと思います。とても素敵な人に関わってもら
って私は育ったんやなと、すごく感じます。
　あともう 1 つ。「子どもの楽

がっこう

校」っていうのが
あって、楽しい学校って書きます。この 2 つは、
自分が「こうしたい」とか「ああしたい」とか
言ったことが聴かれて活かされることだったり、
大人が真剣に子どもと向き合ってくれるってい
うところで、自分は「意見言ってもいいんや」、

「あ、こんなところで私の意見役に立った！」み
たいなのがほんまにめっちゃ実感できる場所で
した。私には、その時間や経験があったからこそ、
今の「なんかやってみたい！」という前向きな
気持ちに繋がっているんかなって最近とても思
っています。

居場所に関心があった理由はありますか？

　いろいろあるんですけど、特に大きいなあと
思うのは、高校の課題研究で、世田谷区の希望
丘青少年交流センターアップスに行った時とか、
尼崎のユースセンターにインタビューにいった
時に、子どもたちがありのままの自分を表現で
きてるなって、すごい感じました。それこそ「ミ
ニ☆大阪」の常設版みたいな感じで。子どもの
声が真剣に聴かれてて、そういう場が身近にあ
るのって、すごい素敵やと思って。自分もして
もらったし、やりたいなって思いました。あと、
みんな、本当はいろいろできる力を持ってるの
に出せる場が少ないって感じてます。それって
すごいもったいないから、じゃあ、自分がそう
いう場を作りたいなって思いました。
　家とか学校以外の居場所が大事ってすごい感
じてます。またミニ☆大阪の話になってしまう
んですけど…。プロジェクトリーダーとしてや
っていく中で、やっぱりしんどい事がいっぱい
あって。でも、家では母は同業者というか、内
部の人だし言いづらい。学校で愚痴を言っても
友達には伝わらへんし、なんかどこにも言われ

へん～みたいな状況になってしまった時期があ
りました。こういう時にただ寄り添って聴いて
くれる人がいる場所が身近にはないなと感じ、
第３の居場所って、すごい大事だなって改めて
思いました。

意見表明がなんで大事かって、すごく体感して
るんじゃないかと思うけど、どうやって実現さ
せていったらいいと思いますか？

　子どもの権利条約のことって、圧倒的に学校
での学習が 0 に等しいです。学校でやってくれ
たらいいなって思います。私は子どもの権利条
約フォーラムとかに行ってたから、行ってない
人よりはちょっと知ってるけど、友達に子ども
の権利のことを言っても「何？それ。」みたいな
感じです。学校でやるのが 1 番多くの人にすぐ
伝わるんじゃないかと思います。子ども会議の
メンバーの子が自分で学校に交渉して、学校の
授業ですごろく（※ 3）をやったっていうのを聞い
て、すごいなと思いました。道徳の時間や授業
で「すごろくやろう！」みたいに、もっと身近に、
もっと楽しく子どもの権利を知る機会があって
もいいのにと思います。
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2023（令和５）年度　第 20回障がい者フォーラム
　障がい者の社会参加を促進し、多くの人に障がい
への理解を深めてもらおうと、令和６年２月 17 日

（土）に、「第 20 回障がい者フォーラム」を開催しま
した。この催しは、障がい当事者やボランティアが障
がい福祉の充実に向けて協議し、障がい当事者自身
が様々な取り組みを実践する「八尾市障がい者基本
計画ワーキング会議」の取り組みの一環として、障
がい者理解の推進等のために行われているものです。
　また今年度については、アリオ八尾とリノアス８
階「みせるばやお」の２会場で実施しました。
　障がい者フォーラムの開催概要は以下のとおりです。

＜第 20回障がい者フォーラム＞

①日　時： 令和６年２月 17日（土） 10時～ 16時

   場　所： アリオ八尾２階オレンジコート、

              ３階カワチラボ　他

   内容等： 障がい者の日常や趣味などの紹介動画の    

  放映、 八尾市内障がい者作業所の販売会、

　 障がい児者の作品展示　など

②場　所： リノアス８階みせるばやお

　 内容等： ～親なきあと座談会～

   障がい者たちが考える「親なきあと」

   まちのコインでつながる障がい者の世界

【アリオ八尾】
○障がい者の日常や趣味などの紹介動画の放映
　「八尾市障がい者基本
計画ワーキング会議」の
メンバーである障がい当
事者が出演し、日常生活
やスポーツなどの趣味の
様子を動画にしています。
○八尾市内障がい者作業所の販売会
　障がい者作業所とは、障がい者の方に働く場所を
提供する施設であり、様々な仕事を各作業所で日々
行っています。今回は３つの作業所が出店し、各種
小物、紙製品、布製品、クッキーなど、たくさんの
商品を販売しました。
○障がい児者の作品展示
　八尾市立障害者総合福祉センター、八尾しょうと
く園、いちょうに通う方々が制作した作品を中心に、
バラエティに富んだ作品を展示しました。

○コミュニケーションエコバッグ
　「障がい者基本計画ワーキング会議メンバー」と

「大阪樟蔭女子大学」とのコラボにより作成したも
ので、バッグの表面には指さしで意思表示ができる
コミュニケーションボードを印刷しており、耳の聞
こえない方やコミュニケーションが苦手な方などに
向けたものとなっておりま
す。アリオ八尾にある障が
い者作業所のアンテナショ
ップ「いろどり」で販売し
ています。

【みせるばやお】
○～親なきあと座談会～障がい者たちが考える「親
なきあと」
　「親なきあと」に関する活動を全国で行っている
一般社団法人 親なきあと相談室 関西ネットワーク
代表理事の藤井奈緒氏をお迎えし、活動を行う中で
感じたご経験や「親なきあと」対策をするうえで大
切な考え方などについてご講演いただきました。ま
た、「障がい者基本計画ワーキング会議メンバー」
である障がい当事者からの発表もあり、普段聞くこ
とができない障がい者の想いなどを聞くことがで
き、とても心に響く講演となりました。

○まちのコインでつながる障がい者の世界
　まちのコインを使い、ボッチャ体験・白杖体験・
　障がい者作業所による針金アートや新商品のネー
　ミング体験を行いました。

　この障がい者フォーラムや動画をきっかけに、少
しでも障がいを身近に感じていただきたいと思って
います。
　また、動画は YouTube の「八尾市公式チャンネル」
で公開しておりますので、ぜひご覧ください。

『【八尾市】実はこんなこともして
います：知らなかった障がい者の
日常と趣味』
https://youtu.be/sjZBmMbKRGQ

動画はコチラから⇒
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　３月１日～８日は「女性の健康週間」、３月８
日は「国際女性デー」であることから、花王グ
ループカスタマーマーケティング株式会社と第
一生命保険株式会社との公民連携講座として、
人権政策課と健康推進課の共催にて本セミナー
を開催しました。
　セミナーの開催前に、参加者には血管年齢測
定機や第一生命保険株式会社より本セミナー用
に提供いただいた肌年齢測定機を利用し、ご自
身の現在の状態を知っていただき、前半は、花
王グループカスタマーマーケティング株式会社
よりスキンケア・紫外線対策について、後半は、
健康推進課の保健師より血管年齢・女性特有の
病気について、管理栄養士より食事・食生活に
ついて、お話しいただきました。

（参加者の感想）

女性の健康セミナー　～身体の中からハツラツ！～

　2023 年 10 月７日にイスラエルによるガザへ
の侵攻がはじまり、市民が巻き込まれ、特に子
どもたちの状況を考えると「何かできることは
ないのか？」という気持ちになります。行動に
移すきっかけになればと願い、映画会のテーマ
に選びました。映画は 2019 年の撮影のもので
すが、その最中にも紛争が起こる様子が描かれ
ています。映画の中では、それまでに起こるた
びたびの紛争につい
ても想像できる様子
が 描 か れ て い ま す。
現状はさらに過酷で
市民生活は危険にさ
ら さ れ、3/1 の BBC
ニ ュ ー ス に よ る と、
パレスチナ自治区ガ
ザ 地 区 保 健 当 局 は
2023.10.7 以降の死
者数が３万人を超え

第 2 回人権啓発映画上映会　報告

ガザ　素顔の日常　　
2019 年　ドキュメンタリー

血管年齢が高くてとてもショックでした。普段
から生活習慣には心がけているつもりでした
が、運動・食事の内容を今一度見直してみよう
と思います。
スキンケアの方法を取り入れたいと思いまし
た。食事についてもた
くさんの食品を取り入
れたいと思いました。

〈当日の様子〉

・

・

たと発表したということでした。「一体、いつ終
わるの？」ではなく、「どうやって終わらせるの
か？」と一人一人が問い、考えて行う日常の選
択がつながっていくのではないかと感じます。

【アンケートより】
○ただ生きること、普通に暮らすことが願い。     
　いつ命が奪われるかわからない状況を目の当
　たりにしました。やっぱり知らねば。今日最
　後に笑顔を見せてくれた子どもたちの今は？
○イスラエルの暴挙に対して国際社会がストッ
　プをかけないといけないと思います。自分に
　できることを何か一つでもやっていきたいと
　思います。
○本当にテレビや新聞だけの情報をうのみにす
　ることはだめだと思いました。自分にできる
　支援をしたいと思います。
○「投石による抵抗」ということを、どんなもの
　か自分なりに想像していたが、映像で見て想像
　と全然違っていた。それにパレスチナの若者の
　情がより理解できた。映像の情報はすごい。
○「暴力では解決できない」という言葉がガザ
　の人から発されたことは、終わりが見えない
　だけに難しく苦しいことだと改めて感じた。
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　中河内障がいフォーラムでは、「障がい」「障
がい者福祉」への理解を広げる学習会を、東大
阪市、八尾市、柏原市で例年実施しております。
　去る１月 27 日、八尾市プリズムホール研修室
にて、現在 DPI 副議長、内閣府障害者施策アド
バイザーを務められている尾上浩二さんを講師
に迎え 2022 年に出された日本への「障害者権
利条約総括所見」の内容、バリアフリーについ
て講演して頂きました。
　総括所見で緊急課題になったのは、「脱施設化」

「インクルーシブ教育」でした。「分離（インテ
グレーション・統合）に慣れ親しんだ社会」か
ら「統合（インクルーシブ・包摂）社会」へと
日本の方向転換を根本的に求められいることを
詳しくお話いただきました。
　さて、みなさんはご存じだったでしょうか？
アメリカのヤンキースタジアム（座席数 50,287

人）の車いす席が 68 か所あるのに比べ、東京ド
ーム（座席数約 43,500 人）は 12 席のみ！だそ
うです。座席の設置の仕方もヤンキースタジア
ムの方は大変見やすくなっています。（個人的に
衝撃の事実でした）また、後半のグループワー
クの中で、最近飲食店でよく見かけるタブレッ
トでの注文が、視覚障がい者にとって「便利悪
い！店員さんもいない時ある！音声化があれば
いいのに」（個人的に目からウロコの事実でした）
など、身近な場所でのバリア、バリアフリーの
アイディアを話し合いました。
　「慣れ親しん」で気付かなくなってること、バ
リアフリーできてるような気になってる事を、

「伸びしろ」にする活動を今後も続けていきたい
と思います。今後ともどうぞよろしくお願いし
ます。

（一般社団法人 Green　田中律子）

中河内障がいフォーラム主催　学習会

「障害者権利条約総括所見と私達の生活

　　　　　　　　　　　　～バリアフリーを中心に～」
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　八尾市人権啓発推進協議会は、差別のない明るい
まちづくりの推進に向け、さまざまな取り組みを進

～八尾市人権啓発推進協議会　第５回人権啓発推進委員養成研修～

タイトル： “差別をなくす” から“手をつなぐ” へ

　　　　　　－ルーツを大切に自分らしく生きる－

講　師： 一般社団法人タウンスペースＷＡＫＷＡＫ

         業務執行理事兼事務局長　岡本　工介さん

日　時： 2024（令和６） 年２月 20日（火）

　　　　　午後２時 ～ 午後３時 30分

場　所： 八尾商工会議所３階　大ホール１

【参加者の感想】
SDGｓという大目標の下に、企業、学校、自治体、
自治会が一体となって、住みやすいまちづくりに
取り組んでいくべきと確認した。過去のしがらみ
をすてて、こども達の未来という大切なものを守
るために、協力すべきと考えました。
住みたい、住みつづけたいまちを作っていくこと
が、差別を失くすことにもつながることを知り、
色々と勉強になりました。ありがとうございました。

2023（令和５年度）第２回人権啓発セミナー
日　時： 2023（令和５） 年 12月 19日（火）

　　　　　午後１時 30分 ～ ３時 15分

場　所： 八尾市文化会館プリズムホール　

　　　　　地下２階　小ホール

テーマ： 「夢と絆」　

　　　　　～２４年間の北朝鮮生活で感じたこと～ 

講　師： 新潟産業大学経済学部特任教授 　

　　　　　蓮池　薫さん

　八尾市では、広く人権に関する情報を提供し、人
権意識の高揚と差別のない明るいまちづくりを推進
するため、「人権啓発セミナー」を実施しています。
　本セミナーでは、定員 300 名を大幅に超える申
込みがあり、北朝鮮による拉致問題の経過や北朝鮮
での生活など臨場感あふれるお話に、決して許され
ることのない重大な人権侵害について、あらためて
認識できました。講演の最後にあった「拉致被害者
全員が帰国しなければならない」、「拉致被害者の家
族は高齢化を辿っており、一日も早く解決しなけれ
ばならない」との言葉から、蓮池さんの「決してあ
きらめない強い決意」が伝わってきました。　　　
　拉致問題解決に向けて「拉致の現状を多くの人に
伝えること」、「拉致問題の署名運動に協力すること」
など行動することの大切さを実感しました。
　また、小ホールホワイエにおいて、「拉致を考え
る写真パネル展」を同時開催しました。

【参加者の声】
◎蓮池さんのご家族が無事帰国できたことは、本当
に奇跡なんだなぁと思いました。ご自分以外の被害
者の方のために運動されていることは蓮池さんにし
かできないこともあるが、私達にも出来ることがあ
れば何かしたいと思いました。

めており、各地区福祉委員会に５名置かれ
ている「人権啓発推進委員」の人権意識の
高揚を図ることを目的として、毎年、年５
回「人権啓発推進委員養成研修」を実施し
ております。
　講師の岡本工介さんの経験を通じて、同
和地区を拠点とした人権のまちづくり実践
について理解を深めることができました。

・

・
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　連続講座の３回目に参加者でアイデアをたく
さん出し、有志で何度も集まり企画を進めた４
回目の講座が 2024 年 3 月 23 日 ( 土 ) に開催さ
れました。
　１部の基調講演は、「あなたの輝く姿が次の誰
かの勇気になる」で、Deaf-LGBT-Center 代表山
本芙由美さんのお話でした。手話表現にもジェ
ンダーを感じるものがあり、ジェンダーフリー
を目指す話や、LGBTQ+ の当事者の話をする中
で、山本さんの手話を通訳者の方と会場のみん
なが一緒に学びながらの講演だったのが印象的
でした。
　２部のシンポジウムは、「私たちの存在を当た
り前にするために」として、コーディネイター
の内藤れんさんと、３名のパネリスト ( 山本芙
由美さん、養護教諭の岡田庸子さん、赤塚叶さ
ん ) に登壇いただき、自身や出会った子どもの
気づきや葛藤や、多様性を当たり前にするため
のハードル、それぞれの存在を当たり前と思え
る社会にするために必要なことについてお話し
ていただきました。それぞれの体験や特に教育
現場の状況から、トイレ、着替え、行事での宿
泊や、制服問題など多岐にわたり子どもたちの
置かれている状況について聞かせてもらい、ま
だまだ理解と配慮と環境の改善が必要だとわか
りました。
　３部の対話的コミュニケーション「わたし」
からはじまる対話の時間では、ユース ( 辻合さん、
とわさん、もみちゃん、あこちゃん ) が核とな

り企画を進めていただきました。コミュニケー
ションボールという毛糸で作ったボールを使い、
場の安心をつくるためのルールのもと話をしま
す。哲学対話という手法で参加者の中から出た
テーマを絞り、普段人前で話すのが苦手な方も
話が出来たと感じられたようでした。

アンケートより
○１部・２部と学びが深まり、３部でみんなと
話すことで、自分の気付きがさらに深まりまし
た。
○知らなかったことを知ってよかったです。娘
( コーダ（※ 1）) も LGBT について興味を持ち始め
ているので山本さんのお話や手話表現について
もお話します。
○自分はストレートで社会でも同じ人が多いの
で、あたりまえだと思っていました。でも、自
分にも見た目の性に対するイメージと異なると
ころはあって、周囲から「らしくない」と言わ
れて疑問に思うことがあります。そういった違
和感を「仕方ない」諦めるのではなく、理解し
てもらうまでに時間はかかるけれど活動を続け
て仲間を広げていくことはすごいと思いました。
自分は社会の中で多数派なだけであって、それ
はあたりまえでもなんでもないことに気づかさ
れました。
※１　CODA 「Chaild of Deaf Adults」 の略です。 耳が聞こ

えない、 または聞こえにくい親がいる 「子どもたち」 のこと

を表します。

人権基礎講座～ LGBTQ ＋～４回目

「多様な生き方を選べる社会を共につくる」　報告
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世界の人権48
白根さんと考えよう！

国際NGO「CCPR センター」「ISSYO」所属  白根大輔

モスクワテロ事件と中央アジア移住者

　2024 年 3 月 22 日、モスクワのコンサート会場

で起きたテロ事件では、この記事の執筆時点で約

140 名以上の死亡が確認されています。事件の詳細

についてはさまざまな報道がなされており、ロシア

当局やロシア政府によって極度に規制されたロシア

メディアの報告と、その他国際メディアによるもの

には多少異なることやズレもあります。徐々に明ら

かになってきていることもありますが、報道されて

いることがどこまで真実なのか、またロシア当局の

捜査や、事件の詳細など、今後究明が進んだとしても、

真相が実際にどこまで公表されるのかは疑問です。

　いずれにせよ、現段階でロシア当局により発表さ

れていることの一つとして、4 人のタジキスタン人

がロシア当局により逮捕されたことがあります。こ

れら 4 人が法廷に連れられた映像や写真は国際メデ

ィアでも伝えられており、4 人ともかなりの負傷（う

ち一人は意識を失っているように）を負っているよ

うでした。ロシア当局の発表によればこれら 4 人は

犯行後、ウクライナへ逃亡するところを捉えられ、

その逮捕の際に負傷したとされていますが、その他

の報道の中には、ロシア当局による発表を裏付けす

る証拠はなく、4 人の負傷はむしろ自白を強要する

ための拷問の結果である、とするものもあります。

さらにその他数名の中央アジア出身者が逮捕されて

いる、という報告もあります。

　また、当局による逮捕の報道直後から、ロシア各

地でタジキスタン人をはじめ、中央アジアからの

人々に対する差別や攻撃が報告されています。イギ

リス BBC は、ロシア東部の街で中央アジア移住者所

有の商店が焼き払いにあったことや、モスクワ近郊

でこれらの人々に対する襲撃があったこと、キルギ

スタンからの移住者がモスクワの空港で理由不明の

勾留にあったこと、また移住者への無料相談を行う

弁護士のところには、テロ事件後 2 日の間にロシア

各地から 2500 件以上の「攻撃的行為」、警察によ

る移住者宿舎の強行捜索と複数人の逮捕について数

件、さらには逮捕後の拷問についても 30 数件の相

談があったことなどを伝えています。

　関連する証拠や捜査・逮捕の経緯等は発表されて

いないため、テロ事件に関して現段階で逮捕された

人々が実際に犯人であるかどうかは未だ不明です。

また仮に犯人であったとしても、上記の行為が正当

化されるわけではありません。にもかかわらず、中

央アジア移住者に対する状況が急速に不安定になっ

ている背景には、今回の事件や犯人に関する誤・偽

情報の流布もそうですが、根深く構造的な差別が確

かに存在しているでしょう。中央アジア出身者に

対する差別、ヘイトスピーチやヘイトクライムは

2023 年 4 月に行われた国連人種差別撤廃委員会の

ロシア審査でもすでに指摘されていました。そこで

は、これらの人々に対する偏見やヘイトスピーチが

インターネット上だけでなく、その他メディア、国

営のラジオやテレビでも広まっているということ、

警察による人種主義暴力やその他方執行機関による

人種主義的プロファイリングが報告されているこ

と、さらに中央アジアからの移住労働者は差別だけ

でなく、過酷な労働状況や酷使、搾取に晒されてい

ることに懸念が示されています。

　現在ロシアには少なくとも 1000 万人の中央アジ

アからの移住者が、加えて多くの非正規移住労働者

や未登録移住者の方々がいるとされています。在ロ

シアタジキスタン大使館からは、ロシア当局による

タジキスタン人逮捕の発表を受け、ロシア在住自国

民に対して、不要な外出を避けるよう注意が出され

ているようですが、人権侵害に対しすでに脆弱な立

場に置かれた多くの人々の状況は、今後さらに不安

定となる可能性が大いにあります。
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　10 年少し前からハンドベルを習っています。
先生のピアノ伴奏と指導のもと、両手を使っての
メロディ演奏は皆でするので心強いですが、目が
見えにくくなって来たり（始めた頃は楽譜を見る
のに眼鏡はいらなかったのに、今は必需品です）、
皆と違う音がしたと思ったら、ベルを取り違えて
いたり、ハンドベルを持ち損ねて床に転がしてし
まったり（勿論、発表本番中にも起こってしまい
ます。これは他のメンバ―にも起こります）と、
内心ヒヤヒヤすることは多いですが、一緒に楽し
く続けています。両手のハンドベル演奏がしやす
いように先生の楽譜作りは 1 曲 2 分前後にまとめ
られています。月 1 回の教室ですが、なつかしい曲
や映画音楽その他レパートリーも増えてきました。
　最近練習していて心に響く曲があります。「モ
ルダウ」です。ご存じの方も多いかもしれません。
クラシック曲ですが、歌曲や合唱曲へ編曲されて
歌われていたり、ジャズやロックへアレンジされ
て演奏されることもある曲で、耳覚えのある曲で
した。最近では、今年 2 月に八尾市プリズムホー
ルで沢尻竜典さん指揮の大阪フィルハーモニー交
響楽団八尾演奏会～授業で聞いたクラシックの名
曲～から、ベートーベンの「田園」、モーツアル
トの「フィガロの結婚」他とともに、この「モル
ダウ」を聴いたばかりでした。スメタナ作曲の交
響詩「わが祖国」の第２曲「ヴルタヴァ」（モル
ダウ、バルタバ）として特に著名と聞きました。
　調べてみると、「わが祖国」は 1874 年から
1879 年にかけてのスメタナの作曲で、チェコの
民族的な悲哀と将来への希望が託されている国民
的音楽と言われています。1989 年にチェコスロ
バキア社会主義共和国で勃発したビロード革命

は、全体主義体制を倒した民主化改革としてスロ
バキアでは「静かな革命」とも呼ばれ、その後も
国民的な曲として愛され、世界的にも演奏が続け
られてきていたのです。「モルダウ」はモルダウ
川（ヴルタヴァ川）を意味し、オーケストラで聞
いた曲の始まりからは、流れゆく川の情景・国土
の様子・歴史の流れ・人々の願いが感じられる気
分にもなりました。
　「モルダウ」を聞いて、もう 1 曲思い浮かぶ曲
があります。シベリウスの「フィンランディア」
です。調べると、1899 年フィンランドのシベリ
ウスによって作曲された交響詩で、シベリウスの
作品としては最も知名度が高いと言われていま
す。1899 年当時、フィンランド大公国は帝政ロ
シアの圧政に苦しめられており、独立運動が起こ
っていました。当初の曲名は「フィンランドは目
覚める」で、＜フィンランドへの愛国心をわき起
こすとして、帝政ロシア政府が演奏禁止処分とし
たのは有名＞とあり、現在もフィンランドの第二
の国歌として愛され、歌われています。讃美歌に
も掲載されていることは知っていました。高校時
代に歌ったことのある讃美歌「安かれ、わが心よ
…」で始まる歌詞とメロディを覚えていました。

「モルダウ」「フィンランディア」とも大好きなク
ラシック曲です。曲を聴いて・音楽を聴いて、背
中を押してくれるような、勇気づけられるような
気持ちになります。
　ハンドベルの教室も新型コロナ感染予防対策と
して、他の社会活動が自粛されていたように、お
休みの期間がありました。コーラス等と違って声
を出さないで練習ができることで、ソーシャルデ
イスタンスを取ってハンドベルを置く机は離して
寒い時期でも窓は開けて換気をしながら、マスク
をつけて皆と一緒に音楽を楽しめる教室が少し早
くに再開された時はうれしかったことを覚えてい
ます。今も新型コロナウイルス感染が終息したわ
けではなく、以前に出かけていた高齢者施設等で
のボランティア演奏活動はまだ行えていません
が、市民活動としての発表できる場が戻ってきて
います。小さな行動ですが、平和に楽しめる時を
感謝して続けたいと思っています。

ケアマネージャー　

新

中辻えり子

「音の力・響く力」
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　今回の本『死なないための暴力論』は、社会
的に優位な上位の立場に立っている人が力を行
使することでもたらされる暴力について書かれ
たもの。否定すべき暴力を我慢し続けると経済
も生命も奪われかねない。それにあらがうため
に暴力も必要だという立場で展開しています。
　ネルソン・マンデラ、イギリスの女権運動の
サフラジェット、チリのクーデターなど実際に
抵抗し、体制をひっくり返すことに成功した暴
力が示されていて、暴力について考えさせられ
る一冊です。

否定すべき暴力と肯定すべき暴力

　暴力は、ない方がいい。自分自身も含めて誰
の身体もこころも傷つけたくないし、傷つけた
くない。非暴力で解決できるのが、いいよね。
だって、痛いの嫌いだし。
　だけど、ちょっと振り返ってみて。暴力はい
つも弱い者に向けられていない？弱いところに
暴力の連鎖は起こっていくよね。個人同士の場
合は、非暴力による解決が可能な気がする。対
話がそれを支えると私は信じたい。
　では、それが、ヒエラルキーの上位と下位と
いう構造的な暴力だったら？

死なないための暴力論
森　元斎　著
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今の私。

　一つ一つ、する事が遅い。その為、どれか一
つ抜けていたりする。年度変わりが一番、負の
スパイラルに陥ってしまう。「体」も「頭」も「心」
もついていけていない。
　身体状況も 40 代後半、ぼんやり過ごしている
かのような体の動き。考え込んでしまって、言
葉に出てこない時が多々ある。対処法は多分「リ
ハビリ」と「気分転換」。現時点は出来ていない
状況かな？

　気になる事は両親の事。70 代で、あっちこっ
ち痛いとか言っている。１・２年前「両親」と
も「手術」をしたので、その影響もあるのかな？
と思ったりする。気にはかけているが「何かあ
った場合」私自身が、即座に動くことが出来ない。
　早いうちに独り暮らしを決断してよかった。
　現在、何とか両親だけで生活しているけれど、

「後から〇〇だった」と話を聴くと「その時・言
ってくれたら」という思いはある。実際に私が
動くことが出来るのかといえば、難しい。何か
と直面してくる年代なので仕方ない。
　「体調の変化」や「日々の生活」は慣れていく
しかないと思う今日この頃。
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E：劇 場 公 開 は 2021 年 10 月。 ま だ ま だ 収 束
しないコロナ禍に老後のことまで不安にさせる
の？！このタイミングで？！と思ったけど、見
終わるとなんだかスッキリした。
M：いきなり「老後資金は 2,000 万円！いやも
っと必要」という有名な評論家の言葉に憂鬱に
なったけど、急な出費の具体的な金額はとても
参考になった。あるあるやった。ウインドウの
ブランドバッグに惹かれながらも、思いを断ち
切って歩き出す篤子（天海祐希）が切なかったな。
E：会社員の夫、フリーターの娘、大学生の息
子と暮らす一般的な家庭の主婦という設定では、
なかなか手が出ないシロモノだね。パートで働
いても週に１回のヨガ教室がご褒美って感じだ
もの。義妹とやりとりしながら親の援助もして
コツコツ貯金。親の老後と自分たちの老後資金
って、子どもたちが成人してる分、まだ余裕の
ある家庭だと思った。
M：そんなに頑張ってるのに、夫の父が亡くなる
と葬儀費用を任されたり、夫婦で突然失業して
あてにしていた退職金もなし。想定外のことが
次々と降りかかって預金は減るばかり。って怖
すぎる、寒気がする。
E：なのに、夫（松重豊）は「なんとかなるだろ、
仕事もすぐにみつかるだろう」と何かにつけて
危機感がない人。まっ、現実が見えてないだけ

で逃避してるわけではないけど。
M：娘もマイペース。突然の結婚宣言、からの相
手の家に合わせて豪華な結婚式をしたいと言い
出す。毎月の資金援助を抑えるために義母（草
笛光子）と同居を始めたら、残金気にせず浪費
する人と分かったり。みんな勝手だよねー。
E：ドタバタのコメディーで収まらない信憑性が
あって、笑ってられない共感ポイントがあった。
葬儀費用を渋っては申し訳なくて増し増しにな
ってしまったり、オレオレ詐欺だって詐欺師の
方が本物の刑事っぽいとかすごく巧妙になって
きてる。
M：絶対に大丈夫って思ってると騙されそう。他
人事にするとあり得ないと思ってしまうね。親
の年金をあてにしてしまう友人のことも。高齢
者の方が高額年金で貯蓄も多い（人もいる）。今
の生活がぎりぎりで貯蓄どころじゃなかったら
あてにしていまうなぁ。まだ介護の場面はなか
ったけどもっと深刻なケースはたくさんある。
介護離職とかね。
E：キャストが多彩で賑やかな展開は楽しいし笑
えるけど、ヒヤリ感もある。何を大切にしたい
のか何に囚われてるのか考えるきっかけになる
ね。迫りくる人生 100 年時代は個人の問題じゃ
ないでしょ。とにかくわがままに生きた方がい
い、というメッセージには勇気づけられた。

老後の資金がありません！（2021年）

監　督／前田　哲

主　演／天海祐希
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＜精神病が目に見えたなら ＞
　　　　　　海田　若菜

   精神病は心の病気であり、脳の病気なので目には見えません。脳の病気と言
っても MRI を撮ってもわかりません。しかし、目に見えてわかったら、どんな
に楽だろう、と思うことはよくあります。今の時代の日本において、精神病は
本当は存在せず、精神科医と製薬会社が儲ける為に作り出した、ウソの病いな
のだ、と主張する人がまだいるのです。目に見える病気や障がいは目に見える
故に大変さがあると思いますが、精神病が血液検査などで数値等でわかれば、
どんなにいいだろうと思います。
   そんな中、私は数年前と最近、光トポグラフィー検査と言う検査を受けまし
た。これは、脳の血流の様子を調べる事によって、うつ病・躁うつ病・統合失
調症を判別出来る検査です。また、この検査は短時間で、かつ患者に痛いとい
うような負担をかけずに、何度でも検査する事が出来ます。
   検査の詳しい内容は、脳の血流を測るための装置を頭につけます。その状態
で、リラックスして、パソコンの画面を見ます。はじめに、「あいうえお」を
何度か言います。その後モニターに写し出された文字、例えば「あ」なら「あ」
から始まる単語を何個でも言い続けます。すると、またモニターに違う文字が
表示されるので、その文字から始まる単語を何個でも言います。そして、また

「あいうえお」を繰り返し言って、検査は終わりです。5 分もかからない程度の
検査です。 
   検査の正確度は７０～８０% くらいであくまで診断の参考になる程度です。
私は 1 回目を比較的元気な時期に受け、うつ病にもそう鬱にも統合失調症にも
当てはまらないという結果でした。2 回目は割とうつ病の症状が悪化している
時に受けて、うつ病という結果になりました。
   この光トポグラフィー検査はまだ、診断の参考にしかなりませんが、この検
査の精密度が上がったり、他に新しい検査方法が見つかり、精神病を検査で出
来るようになる日を、私は心待ちにしています。検査でわかれば、病気を否定
したり、怠け者のレッテルを貼られることなく、ある意味胸を張って、病気だ
と言う事が出来るからです。そんな未来を私は期待しています。




